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行なわれている。計算はカスフ。中央部の各点で約 1 JOOO 個の異なる初期条件を与えて行なわれ，粒子
が系外に逃れ去る時間とその分布を求めている白粒子の保持時間はカスプ系の大きさに比例して増大
するととが見出され，また比較的短い時間に逸出する粒子群はカスプ端で反射されることなく直接系
外に逃れ去るものである乙とを明らかにしている。また洩れる粒子の時間分布の傾向は阪大力スプ実
験の結果とよく一致していることを述べている。
総括では本研究の成果をまとめている。
論文'・の審査結果 4 の要旨
超高温プラズマの基礎的研究は熱核融合反応の制御という大目的につらなっている。超高温プラズ
マの保持に必要な磁場は種々の形式が現在までに考えられている。カスプ磁場はその重要なもののー
っとされているにもかかわらず理論，実験ともに従来あまりなされていないのが現状である。本論文
はカスプ磁場中の荷電粒子のふるまいを軌道理論により明らかにし，実験にさきだって粒子の保持時
間の推定を行ない，あわせて重要測定量であるカスプ損失を理論的に評価している。カスプ場は中央
lと磁場零の場所があり，そのため粒子の磁気能率が保存されずそれが粒子のふるまいを考える時の大
きな障害となっていた。本研究は解析ならびに数値計算により，粒子が磁場零の近傍を通過しでも必
ずしも磁気能率がランダムには変化しないことを明らかにし，さらにその変化を定量的に求めている
ので，今後の研究に寄与することが大きい。またカスフ。損失の時間的変化を計算で求めているが，実
験と定性的によく一致している。
以上のように本論文は超高温プラズマの研究に貢献するととろが大であるから博士論文として価値
あるものと認める。
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